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（knack or secret）”の単語を当てている． 
これまでに述べてきた先行研究における定義に倣い，本研究ではアスリートを
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このエリクソンのライフサイクル論に，成人期の発達に関して詳細な検討を加


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て詳細に言語化されているデータ 20 事例（陸上競技 10 事例，体操競技 6 事例，
柔道 2 事例，バレーボール 1 事例，ハンドボール 1 事例）を抽出して分析を行っ
た． 
 






















































































































分析の結果，最終的に概念が 17 個，カテゴリーは 6 個生成された．これらの分
析結果を図４−１に示す．以下，分析結果の概要をコツ獲得の時系列に沿って文章
化し，分析事例において語られていた具体的内容を提示しながら考察していく．
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れた．面接は各対象者に 2 回ずつ行われ，1 回目終了後に面接記録を逐語化して内
容を検討し，次回面接時に詳細に聞く必要のある部分を確認した上で 2 回目の面


























競技歴：13 年 7 ヶ月 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































演能に関する記事の中に世阿弥（32 歳）が再登場することから，空白の 10 年間
の行動を知る手がかりは残されていないが「この十年間に人生最初の試練を乗り
越えたことはまちがいない」（新川，1977）といえる． 
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